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果実横径を指標としたオウトウ `佐藤錦'の着果早期判定
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1 は じ め に

オウトウの結実は極めて不安定で,作柄は年によって大

きく変動する。`佐藤錦'の場合,着果が明確になるのは

満開 3週間後から4週間後以降である。作柄のよい年には
,

着果を十分見届けてから摘果を始めても作業が間に合わな

いことが多い。そこで,摘果作業の迅速化を図るために,
より早い時期に着果の確定を予測できないか検討した。

2試 験 方 法

(1)材料及び方法

1997年 :露地条件で生育させた60′ ポット植えの 7年生

アオバザクラ台 `佐藤錦'2樹を用いた。満開16日 後に 1
樹10個の花東状短果枝に着生した全ての果実にラベリング

し,昼温20℃ ,夜温13℃の人工気象室に搬入して管理した。
その後,2～ 3日 おきに果実横径を計測し,同時に落果の
推移について調査した。

1998年及び1999年 :地植えの22,23年生アオバザクラ台

`佐藤錦'3樹を用いた。満開10日後に樹の東西南北から
1998年は各 4個 ,1999年は各 2個の花東状短果枝を選び,
そこに着生した全ての果実にラベリングした。その横径と

落果の推移について 2～ 6日 おきに調査した。

3 試験結果及び考察

(D 果実横径分布の推移
1997年 :満開16日後の果実横径分布は85～901mを境と

する2峰性の分布を示した。横径が小さいグループはその

ほとんどが最終的に落果し,横径が大きいグループはその

多くが順調に生育し着果する傾向を示した (データ略)。

1998年 :満開10日後の横径分布は5 5mmを 中心とした単

峰性の分布を示した。満開13日後にはその山が崩れ,満開
17日後には95～ 101mを境とする明らかな 2峰性の分布と

なった。満開21日後には横径の大きいグループは順調に生

育し,横径が小さいグループは生育を停止する傾向が見ら

れた。満開27日後には横径が小さいグループはそのほとん

どが落果または萎凋し,‖慣調に生育した横径が大きいグルー
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図 1 果実横径分布の時期別推移 (果実肥大第 I期 1998)
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図 2 果実横径分布の時期別推移 (果実肥大第 I～ Ⅱ期 1990
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図3 満開16～ 17日後の果実横径分布と着果率
1997年 1供試数143個 ,満開16日後調査
1998年 :供試数311個 ,満開17日後調査
1999年 :供試数180個 ,満開17日後調査

表 1 満開16～ 17日 後の過日横径と最終着果率

満開16～ 17日後 最 終 最 終 備考 鱗開16～ 17
年次 果実横径 固体数 着果数 貢秀ヂ 月幣綴 露穆

峰性

90]m≦     96      91     948

1997  95皿≦    93      89    957    85- 9 0mm
100皿≦    88      85    966
100皿≦   139    123    885

1998  105田 ≦   134    120    896
110回≦   121    112    926
80回≦    113     107    947

1999  8鋼≦    110     105    955
90皿≦   102    101    990

プが残り着果が確定する傾向にあった (図 1, 2)。

1999年 :満開10日後は45～ 5 mIを 中心とした単峰性の

分布を示した。満開15日後にはそれが崩れた状態となり,

満開17日後には8画前後を境とする2峰性の分布となった。

満開20日後以降は,1998年 と同様,横径が小さいグループ

のほとんどは生育を停止し最終的に落果した。横径が大き

いグループはその多くが着果する傾向を示した(データ略)。

佗)満開16～ 17日後の果実横径分布と着果率
3か年とも満開16～ 17日後に果実横径分布が2峰性となっ

た。ただし,年により横径分布の山に振れがあり, これに

対応して満開16～ 17日後の横径の大きさと着果率の関係に

も振れが生じる傾向が見られた (図 3)。 これを横径の大

きさと最終的な着果率との関係から見た場合,2峰性の境

界値(1997:85～ 9 0mll,1998:95～10 0mm,1999:8∝ ω

では年により90%を下回る場合があるものの,境界値プラ

ス l mm以上ではいずれの年も90%を越える着果率となった

(表 1)。 この値は年による振れはあるものの,おおむね10

m前後であった。
このことから,`佐藤錦'の着果は,果実横径分布が明ら

かな2峰性となる満開16～17日後ころに,2峰性分布の境

界値プラス l om以上の果実は着果する可能性が高いとして

予測が可能と考えられた。

4 ま

オウトウ `佐藤錦'の着果を早期に予測する方法を検討

した。`佐藤錦'の果実横径分布は,満開10日 後には単峰

性の分布を示すが,満開16～ 17日後ころには2峰性の分布

となり,最終的にはその横径の大きいグループの約90%程

度が着果する。このことから,.佐藤錦'の着果は果実横

径分布が明らかな 2峰性となる満開16～ 17日後ころに予測

することが可能と考えられた。その場合,着果する可能性

が高い果実横径の基準は,年による果実肥大の差を考慮し,

2峰性分布の境界値プラス l mm,お およそ10皿前後が目安

と考えられた。
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